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第1地区福祉プラン第1地区福祉プラン第1地区福祉プラン

　市役所から本庁管内の北に広がるところに位置し、昔の城のお膝もとであるだけに城を基準とした町名を今
に留める古い町並みのある地域です。住宅の密集地域とやや空地を有し、今後の発展が期待できる地域とに区
分されます。地区には、氷川神社、広済寺金毘羅堂、妙義神社、東明寺などがあります。

○在宅高齢者給食事業 ○友愛訪問　　　　　　　　　　　　　　
○地域福祉懇談会 ○世代間交流事業
○一人暮し高齢者の集い ○健康体操教室「ハピネス」の実施
○子育てサロン「かんがる～」の実施

現在の地区の取り組み現在の地区の取り組み

エリアミーティングであげられた課題エリアミーティングであげられた課題

地域住民の状況地域住民の状況

地区の特徴地区の特徴

第1地区

●人　口 9,565人
（前年比0.29%増）

●世帯数 4,001世帯

●高齢化率 25.2%

 川越市

 349,378人

 149,861世帯

 24.3％

平成27年1月1日現在

◇一人暮らしの高齢者が増加している。

◇高齢者が参加できる地域活動が少ない。

◇地震や火事など災害時の備えが心配。

◇団体役員等の担い手が不足している。

◇近所付き合いが少なくなった。

◇無関心な人が多くなった。

◇子どもが安心して遊べる場所が少ない。

地区の活動目標地区の活動目標
●自治会数……………  7
●自治会集会所数……  5
●自主防災組織数……  7
●民生委員・児童委員数…  15
●保健推進員数………  3
●ボランティア団体数…  4
●NPO団体…………  1
●病院…………………  0
●一般診療所…………  5
●歯科診療所…………  2

健康体操教室「ハピネス」

子育てサロン「かんがる～」

一人暮し高齢者の集い

世代間交流事業

地域福祉懇談会

福祉施設等社会資源

住民同士のつながりを大切にする地域にしよう住

地域福祉活動を担う人材を育てましょう！

目標目標目標目標

１１１１１１
目標

１

地域福祉活動を担う人材を育てまし う！！！！！！地域福祉活動を担う人材を育てまし うう地地地域域域福福福祉祉祉活活活動動動ををを担担担ううう人人人材材材ををを育育育てててままましししょょょょう災害時に助け合える地域にしよう災目標目標目標目標

33333
目標

3
地地

目標目標目標目標

22222
目標

2

①ツクイ川越氷川
② ふれあい多居夢 希
③ ふれあい多居夢 川越

④ みよしの支援センター
⑤スリーハート
⑥ 川越市立ひかり児童園
⑦ 川越市立あけぼの児童園⑧ 神明町保育園

⑨ すみれ保育室

だれもが安心して生活できる地域にしよう

地区のラジオ体操の様子

福祉施設等社会資源福祉施設等社会資源福祉施設等社会資源福祉施設等社会資源

市役所

⑤ 

⑨    

⑧ 川越児童相談所  ① 

③②

北公民館

濯紫公園 家庭裁判所
新河岸川

初雁中学校 特別支援学校

国道254

④ 
⑦⑥

第１地区の構成は、
以下のとおりです。

○喜多町 ○志多町
○神明町 ○宮下町1丁目
○宮下町2丁目 ○宮元町

○城下･氷川町



具体的な取り組み

◉ 災害に備えた体制づくりを目指します。

� 自治会で、防災訓練を実施していきます。
❶ 災害に備え、各自治会で防災訓練を行っています。訓練を通して、住民同士が顔見知りになる事も、重要
な目的の一つとしています。

� 災害時の避難体制の整備につとめます。
❶ 災害時の役割分担など、具体的な動きを再度検討していきます。
❷ 地域のつながりを生かした、避難体制の整備を目指すとともに、要援護者の把握について検討する機会を
つくっていきます。

❸ 要援護者避難支援に関するボランティアの育成などを行っていきます。

災害時に助け合える地域にしよう災目標目標目標目標

33333
目標

3

策定：第 1地区社会福祉協議会
編集 : 川越市社会福祉協議会
〒350-0036　埼玉県川越市小仙波町 2-50-2
川越市総合福祉センター内　TEL：049-225-5703

住民同士のつながりを大切にする地域にしよう住目標目標目標目標

１１１１１１
目標

１

◉ みんなが参加してつくる地域を目指します。

　
� 住民同士の交流をすすめていきます。

❶ 一人暮しの高齢者が増加している中、気軽に集えるような場所として、「健康体操教室」をはじめ高齢者
の集い事業やサロン活動などを行い、住民同士がコミュニケーションのとれる場づくり（敬老会など）を
積極的に行います。

❷ 各自治会で、自治会館を開放し、住民が集える催しの企画と場の提供を行います。
❸ ごみゼロ運動等、住民同士が顔見知りになれる行事を開催して、お互いのつながりを深めます。

� 若い世代とともに、地域活動をすすめていきます。
❶ 若い世代が自治会への参加が少ないため、行事などへ参加を呼びかけていきます。現在、世代間交流事業
として、夏まつりや餅つき大会を行っています。今後も子どもと母親・父親、地域住民が一緒に参加でき
るような行事を開催していきます。

� 自治会の活動を住民にアピールしていきます。
❶ 新しい住民等に、自治会の活動を伝えるとともに、積極的に接点を持つように心がけていきます。

具体的な取り組み

だれもが安心して生活できる地域にしようだ目標目標目標目標

22222
目標

2

◉ 地区の特色を生かした地域づくりを目指します。

　
� 高齢者など、地域住民の実態把握につとめます。

❶ 高齢者や障害者等に限らず、地域全体に目を向けていきます。

� 地域にあった見守りの方法を検討します。
❶ 同じ地区内でも、それぞれの地域にあった見守りの方法を検討していきます。
 （例 1）回覧板の回数を増やし、手から手へ渡すよう心がけることで、となり近所の見守り機能を充実させる。
 （例 2）あいさつ運動。道で会ったらあいさつをするように心がける等。
 （例 3）友愛訪問や在宅高齢者給食サービス事業の実施により、誰もがともに生きるコミュニティを目指します。
❷ 見守りを行う住民ボランティア（福祉協力員等）の体制づくりも目指していきます。地域福祉に関心を持っ
てもらえるような活動と、担い手の育成を目指します。

� 地域でこどもの成長を見守ります。
❶ ラジオ体操やお祭り、盆踊りなどの行事を自治会や育成会などと協力しながら、行っていきます。また、
登下校の見守りや、夜の見守りなども行っていきます。

❷ 育成会など、他機関と連携を取りながら、「子育て支援」「青少年健全育成」に取り組んでいきます。

具体的な取り組み

第 1地区福祉施設ネットワーク会議

� 平成22年6月24日 第1地区エリアミーティング　開催

� 平成22年9月13日 第1地区エリアミーティング　開催

� 平成26年11月23日 第1地区エリアミーティング　開催

 ● 地区別福祉プランについて

日　程 内　容


